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	校訓　知行合一
	令和８年５月２９日第２号
	上ノ国町立上ノ国中学校 〒049-0601 檜山郡上ノ国町字勝山39番地　Tel 55-2028　Fax 55-3524
	「当たり前のことができる学校」
	校　長　　桜　庭　一　宏
	　５月１６日（土）には、絶好の天候のもと、本校第３１回体育祭が盛大に行われました。ご来場されました保護者や地域の皆様には、生徒たちへ心温まるご声援をいただき、本当にありがとうございました。皆様のご声援とご協力があってこその、感動的な体育祭であったと思います。 　生徒たちは、体育祭で学んだことを糧に、次の目標へ向けて新たな気持ちで取組を始めています。 本年度がスタートして、もうすぐ２か月になります。日々、生徒たちの明るさと元気に、私自身も力をもらっています。学校生活を見ていて、私は特に２つのことに感心しました。それは、「挨拶ができること」と「掃除ができること」です。どちらも当たり前のことと言えばそれまでですが、 素晴らしいのは、一人一人が意識し、みんなでできる雰囲気をつくっていることです。 　当たり前のことを当たり前にできる～そんな習慣が根付いている上中生を、誇らしく思って います。そして、その１つ１つの場面が心をほっと和ませ、清々しい気持ちにしてくれます。 　私たちは、とかく「できない理由」を探したり、言い訳を考えたりしがちです。しかし、「できるんだ」という気持ちをもち、その方法を考え、行動できる生徒たちであってほしいと願っています。生徒たちは皆、「やればできる」という努力の才能を持っています。ご家庭でも、ぜひたくさん励ましていただければと思います。 　また、学校から発行される各種通信を読んでいると、生徒たちを励ます言葉や、生徒たちに伝えたい思いが数多く記されていることに気づきます。そこには、先生方の願いが込められています。３年生の学級通信には、こんな一節が綴られていました。 　

	「クラスは一人で過ごす場所ではありません。人それぞれ、考え方や感じ方は違います。　 　その違いを簡単に否定するのではなく、認め合いながら、安心して過ごせる学級にして 　いきたいと思います。好きや嫌いを超えて、互いの存在を認め合う。そんな集団にして 　いきたいですね。 　失敗しないことより、失敗してもまた進めること。 　一人で抱え込むことより、困ったときに相談できること。 　ありがとうやおめでとうの言葉で溢れること。 　そんな空気を、みんなで少しずつつくっていけたらと思います」
	　この言葉を目にした生徒たちは、「なかま」や「思いやり」の大切さに気づきます。そして、その思いやりの心を言葉や行動に移している生徒もたくさんいます。 　先日の体育祭の成功は、まさにその象徴であったとも言えるでしょう。　 　さまざまな経験を通して、「思いやり」の心は育まれていきます。その一方で、私たち大人も、子どもたちの心に水をやり、光を当て、ときには栄養を与えることが必要です。生徒たちには、自ら命を輝かせ、人の痛みがわかる温かい心を育んでほしいと願っています。 　この言葉は、「クラス」を「学校」や「社会」に置き換えても、同じことが言えると思います。いつも心に留めておきたい言葉です。 　最後になりますが、体育祭も終わり、新学期の緊張感から疲れが出てくる頃でもあります。「早寝・早起き・朝ごはん」といった基本的な生活習慣を見直し、十分な睡眠を取ることで、学習への集中力も高まります。ご家庭でも引き続きご協力をよろしくお願いいたします。
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